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声と話し方を好みのスタイルにその場で変える音声変換技術
話したい声で話し、聞きたい声で聞ける
快適なコミュニケーションを実現します

#顧客体験価値向上 #業務効率化 #ウェルビーイング・人的資本経営

音声変換に有用かつ入力話者に依らない汎用的な音
声表現を音声データのみから獲得することは課題と
なっていました。

コミュニケーションにおける物理的・能力的・心理
的な状態に起因するさまざまな形の制約を取り除き、
あらゆる人が快適にコミュニケーションできる環境
の実現をめざしています。

• 新規に考案した抑揚や声質における話者ごとの違いを考慮し
た深層生成モデルを用いた音声変換に有用な音声表現の獲得

• 波形合成器の改善にも取り組むことで高速化・低消費電力化
も同時に実現

• 話者変動を考慮した技術による高音質化
• 35msの論理遅延という低遅延な音声変換を実現

ライブ配信にてある話者の音声を別の話者の音声に変換したり、web会議やコールセンターにて相手の声を聞き取りやすい声に変換す
ることが可能【顧客体験価値向上】

出展社＝日本電信電話株式会社 関連リンク＝ NTT 報道発表 「声と話し方を好みのスタイルに一瞬で変える」

問い合わせ先URL 社外連携先＝NTTテクノクロス株式会社
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高音質かつ低遅延な
リアルタイム音声変換技術
（PRVAE-VC＋iSTFTNet）

信号や情報を状況に適した表現に変換

https://group.ntt/jp/newsrelease/2024/06/17/240617a.html
https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=403&param03=G02-01
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